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小笠原諸島海域におけるトビウオ科魚類の生態と漁業
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jimawaters,andlnainfishinggroundwasfbundaroundtheVOlcanoIslands・TWospeciesofCα"/o"c/cﾙﾉandC
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〃/"'7αﾉﾉ6α/忽6ＣＩＩ/"s/叩o'7/α'sintheOgasawaralslandswassorarethatthelslandswasthoughttobethesouthmost

edgeofitsdistribution．
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しかし，このように限られた対象魚種と操業形態では，

資源変動による不漁期の出現や，同一漁場の長年の利

用に伴う資源の枯渇などによる経営の不安定化も懸念

される。したがって，漁獲対象資源および操業形態の

多様化は本諸島における漁業振興策の大きな課題と

なっている。

東京都小笠原水産センター(以下「水産センター」と

略記）では，本諸島海域における漁業振興対策の一環

として，かねてよりこの問題に取り組んできた。そし

てトビウオ漁業についても，浮魚資源の活用という観

点から研究項目に取り上げ，1984年に調査を開始し

た。

一方，わが国有数のトビウオ漁場である八丈島周辺

を主体とする伊豆諸島海域では，1961年には年間800

万尾（約3,200t）以上あったハマトビウオqpse/lllws

ﾉﾌﾉ""α//6α'6α/"s/叩o"/αﾉSの漁獲が，1991年には皆無に

小笠原諸島海域におけるトビウオ漁業は，太平洋

戦争以前に火山列島（北硫黄島，硫黄島，南硫黄島）

沿岸を中心に盛んに行われていた（東京府小笠原支

庁1936、倉田・広瀬1969)。しかし，戦局の悪化した

1944年には住民の大半が本土へ強制疎開させられた

ため，本格的な漁業は休止となった。

1945年の終戦後，本諸島は1967年までの22年間米

国の統治下におかれ，この間も本格的な漁業は行われ

なかった。本格的な操業は，本諸島が1968年に日本へ

返還された後に再開され，トビウオ漁業も再三試みら

れたが近年はあまり省みられていない（倉田ら1971，

小笠原島漁業協同組合1998)。

現在，本諸島の漁業はマグロカジキ類を主対象と

した立延縄漁業や底魚一本釣り漁業が主体となってい

る（東京都労働経済局農林水産部水産課１９９６～2001，

東京都産業労働局農林水産部水産課２００２～2006)。

ｌ東京都島しょ農林水産総合センター〒105-0022束京都港区海岸'-１３－１７

２束京都島しょ農林水産総合センター大島事業所〒100-0212束京都大島町波浮港1８

３束京都小笠原水産センター〒lOO-2101東京都小笠原村父島清瀬

木研究の一部は,平成３年度日本水産学会春季大会で発表した。
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い，過去のトビウオ漁業の実態について記録した。こ

のほか，１９８９～９０年の２年間の小笠原島漁協における

月別のトビウオ類漁獲量と鮮魚出荷の月平均市場価格

の推移を調査した。

採集調査期間および海域採集調査期間は1985年５

月から1991年６月の７カ年間，延べ８６日および,２００３

年１月２９日の合計８７日間であった（Appendixtablel）。

調査は東海神場(STNI），西の島(STM)，父島(STN3)，

母島（STM）、北硫黄島（STN5），硫黄島（STN6）。南

硫黄島（STN7）の７海域（Ｆｉｇｌ）で行われ，各海域

の調査日数はそれぞれ2,4,15,3,48,2および１３日間で

あった。

採集方法採集調査には水産センターの漁業調査

指導船「興洋」（46t）を用い，表層流刺網（以下「流刺

網｣と略記)および甲板からの手綱すくいによって行っ

た。採集はすべて夜間に行われ，原則として月の出て

いない時間帯に実施した。また，調査時には表面水温

を測定した。流刺網の網地は，ナイロン糸２１０．／９F，

まで落ち込んでしまった（橋本2006)。このため漁業

者はもちろんのこと，干物などの水産加工業者も大き

な打撃を被った。小笠原諸島海域のトビウオ資源は。

鮮魚として直接市場へ出荷するだけでなく，このよう

な他海域の不漁時には，加工原料として出荷，活用で

きる可能性もある。

本報は，このような東京都海域全般における水産業

の動向も念頭におきながら，１９８５～９１年の７年間およ

び2003年に水産センターが行った小笠原諸島海域の

トビウオ漁業開発のための生態調査および関連資料の

調査結果を取りまとめたものである。

調査方法

トビウオ漁業の推移と現状１９１５年以降2004年ま

での小笠原諸島海域におけるトビウオ科魚類(以下「ト

ビウオ類」と略記）の漁獲量を漁獲統計資料によって

調査した。また，小笠原島，小笠原母島両漁業協同組

合（以下「漁協」と略記）の関係者に聞き取り調査を行
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Fig.１MapshowingsevencollectionsitesfbrHyingHshesoftheOgasawaralslandswatersduringl985toZOO3．
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Fig.２２４bodyportionsofflyingfishesmeasuredfbridentiflcationofspecies(afterChenl978)Abbreviationsareasfbllows，

L:Totallength,』：Standard1.,ａＤ:Predorsall,ａＶ:PreventralL,ａＡ:Preanall.,ＰＶ:LbetweenopercleandventralfmVC:L

betweenventralandcaudalfin,DC:LbetweendorsalandcaudalfmHL:HeadL,po:Lbetweenorbitandopercle,o:Lof

orbit,ａｏ：Snoutl.，ｉｏ:［nterorbitalwidth,Ｈ：Bodydepth,ｈ：Depthofcaudalpeduncle,ｗ:Bodywidth,ｈＤ:Loflongestdorsal

ray,ｈＡ:Loflongestanalray,』Ｐ:Loflongestpectoralray,ＵＶ:Loflongestventralray,ｌＵＣ:Loflongestrayofupper

caudalrobe,ＩＬＣ:Loflongestrayoflowercaudalrobe,！Ｄ:Lofdorsalbase,9Ａ:Lofanalbase．

55ｍｍ目，網丈5ｍ,長さ３０ｍを１反とし，これを水平方

向に５～２２反連結して用いた。流刺網による採集は

東海神場を除く６海域で行い，主として沿岸から約１

～３kｍの範囲で操業した。手綱は，ナイロンモノフィ

ラメント３５ｍｍ目を使用し，硫黄島を除く６海域で採

集を行った。このほか1990年７月～９１年６月に小笠

原島漁協所属漁船が火山列島海域で漁獲したトビウオ

類の寄贈を受け，魚種別の個体出現率，放卵・放精の

有無などについて調査した。

標本調査採集された標本は氷冷して水産セン

ターに持ち帰り，吉野（1984），藍澤（2000），多紀

ら（2005）を参考にして種の査定を行った。ハゴロ

モトビウオEXOCOe/"Ｓ〃７０"OCM7Z/S，ツマリトビウオ

Pα閃exocoelrL/s6rac/､p/e,zﾉs６，αc/jDlp/e,ＷＳ，アヤトビウオ

ＣＰｏｅｃｊ/Oﾉﾌﾞ/eﾉＷＳ，オオアカトビＣｓｗ//oﾉ7/，アカトビＣ

ｑｌＷｓｊｇﾉ7ｉｓ，トビウオCcJgoocJgoo，オオメナツトビＣ

ａﾉ7/o"cjcﾙﾉ，ヒメアカトビＣａﾉ7gzMcePs,チヤバネトビ

ウオCsZﾌﾉﾉo"olfOﾉﾌﾞ/e,ＷＳの９種各５個体およびニノジト

ビウオＨ/,wwQMj/jysSPeczｲﾉﾉｇｅｒ３個体，ハマトビウオ１

１固体についてはホルマリン１０倍希釈液中に保存し，標

本各部位の測定および計数的形質の計数を，主として

陳（1978）にしたがって行った。測定部位は,全長,標

準体長，背鰭前長,腹鰭前長，臂鰭前長，鯛蓋一腹鰭問

長，腹鰭一尾鰭間長，背鰭一尾鰭間長，頭長，眼窩－鯛

蓋間長，眼窩長，吻長，眼窩間[幅，体高，尾柄高、体'幅，

背鰭最長軟条長,寶鰭最長軟条長,胸鰭最長軟条長,腹

鰭最長軟条長，尾鰭上葉最長軟条長,尾鰭下葉最長軟

条長,背鰭基底長,寳鰭基底長の２４部位(Ｆｉｇ２)であっ

た。また，背鰭軟条数，寳鰭軟条数，胸鰭軟条数，腹鰭

軟条数，背鰭前方縦列鱗数,側線有孔鱗数,側線上方横
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～２３」c、）の６種については，生殖腺の肉眼的観察に

より雌雄を判別したのちに性比（雄／雌）と雌雄別の

尾叉長組成を求めた。また，適宜抽出した標本の腹部

を圧迫し，放卵・放精個体の有無によって成熟の確認

を行った。なお，性の偏りの有意性についてはｘ３検

定を，雌雄別の平均尾叉長の比較にはMann-Whitney

のＵ検定を用い，有意水準はＰ<005とした。

卵の形態1991年６月１９日に北硫黄島海域で採集

したオオアカトビ，オオメナツトビ，ヒメアカトビの３

種については，採集直後に成熟した雌魚の腹部を圧迫

して卵を搾出し，ホルマリン20倍希釈液中に保存して

水産センターに持ち帰った。これらの卵は万能投影機

で形態を観察するとともに，各種の放出卵８～１０粒の

卵径と最長纒絡糸長を測定して両者の比を求めた。さ

らに,卵の半球上に生える纒絡糸数も数えた。

産卵行動1988年６月８日の２１時40分頃から２２時

30分頃にかけて，北硫黄島周辺の水深約３０～４０ｍの

海域において，「興洋」の舷側付近の海面上を投光器で

照射し，甲板上からトビウオ類の産卵と思われる行動

を観察して記録した。また，これらの魚を手綱で採集

して種の査定を行った。

列鱗数,上枝鯛杷数,下枝鰕杷数,上・下枝合計鰕杷数，

腹椎骨数，尾椎骨数,腹椎・尾椎合計脊椎骨数の１３形

質について計数を行った。脊椎骨数については，標本

の軟エックス線撮影を行い，現像したフィルム上で計

数した｡測定･計数は原則として体の左側について行っ

たが,標本の破損の著しい場合には右側も用いた。

オオアカトビについては，胸鰭上面に散在する小黒

斑点数の変異を調べるために1991年６月１８日に北

硫黄島海域で採集した標準体長270.5～２９４５ｍｍの５

１固体について左右の鰭別に計数を行った。

このほか，採集した各魚種の全部あるいは－部につ

いて計数と尾叉長測定を行ったのち，流刺網で採集し

たものについては，刺網１反あたりの羅網個体数を算

出した。また，月ごとに比較的万遍なく採集調査を行

うことのできた1990,91両年の２月から７月の間に，

火山列島海域において流刺網で採集された標本につい

て，既述の小笠原島漁協からの寄贈標本も併せて，種

別の個体出現率を月ごとに求めた。

ツマリトビウオ（1990年１１月２１日に父島海域で採

集した60個体，尾叉長12.4～１４５ｃｍ）、アヤトビウオ

(1988年６月８～９日に北硫黄島海域で採集した47個

体，尾叉長188～２２８ｃｍ），オオアカトビ（]987年４

月２１～２２日に同海域で採集した601固体，尾叉長263

～３２９ｃｍ），トビウオ（1987年３月２７日に同海域で採

集した４１個体，尾叉長２６８～３２７ｃｍ）、オオメナツト

ビ（1991年６月１８～１９日に同海域で採集した105個

体，尾叉長２６８～33.5ｃｍ），ヒメアカトビ（1991年５

月１３～１４日に同海域で採集した30個体，尾叉長21.6

結果

トビウオ漁業の推移と現状1915年以降2004年ま

での小笠原諸島海域におけるトビウオ類漁獲量の推移

をFig.３およびAppendixtable2に示した。

同海域における戦前のトビウオ類の年間漁獲量につ

いては，］９１５（大正４)～４１（昭和16）年の27年間の記
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録があった（倉田・広瀬］969)。これによれば，戦前

の漁獲量は1938年の1063tを最高に，平均40t程度で

あった。また，聞き取り調査によれば，戦前のトビウ

オ漁業は以下のように行われていたという。すなわち，

トビウオ類の主漁期である３月末～５月末頃に，運搬

船拓南九（約700t）が本土より来航し，カヌー７～８隻

とトビウオ漁業を行う小笠原の漁業者を乗せて火山列

島海域へ向かった。小笠原の漁業者は主として硫黄島

周辺の島に上陸し，上記のカヌーで流刺網によるトビ

ウオ漁を行った。漁獲されたトビウオ類は量がまとま

ると，拓南丸が本土へピストン輸送した。カヌーで操

業した理由は，船体が小さく，魚群の密集する離岸約

1kｍ以内で操業が可能だったからである。

戦後のトビウオ漁業については]968～2004年の３７

年間の記録が残されていた。このうち１９６８～７０年に

ついては倉田ら（1971）の，1971年以降については東

京都経済局農林部水産課（1972～７５），東京都経済局

農林緑政部水産課（１９７６～７８），東京都労働経済局農

林水産部水産課（l979a,I979b,1981～２００１），東京都

産業労働局農林水産部水産課（2002～2006）の記録

があった。

日本返還後の1969～７２年の４年間には８８～５８３ｔ

のトビウオ類の漁獲があった。聞き取り調査によれば，

この時期のトビウオ漁業は以下のように行われたとい

う。返還後の本格的な漁業再開の手始めとして火山列

島の沿岸域で流刺網漁が行われた。当時は小笠原に第

５神徳丸（73t）と勇漁九（約80t）という２隻の大型船

があり，これにカヌーを積んで３月末～５月末頃に出

漁した。漁獲されたトビウオ類は，第５神徳丸と舅漁

丸が交替で築地市場へ運搬した。ただし，このときは

トビウオ類の市場価格が低く，その後は底魚一本釣り

で魚価の高いハマダイＥｌｆｅﾉﾉSCO,WSCα'7s等が容易に釣れ

ることもあってあまり操業されなくなった。

1973年から1985年までの１３年間は，多い年でも約

2.2tの漁獲であった。しかし'986年には約20.0t,１９８８

～９１年の４年間には約13.0～８６８tの漁獲があった。

これは1984年に始まった水産センターの調査結果を

受けた小笠原の漁業者数隻がトビウオ漁業を再開した

ためである。さらにその後は，１９９２～2000年の９年間

中６年間で，約161～365tの漁獲を記録したが,２００１

年以降2004年までは,最多でもLOtの漁獲であった。

戦前・戦後を通じ，トビウオ漁業の主漁場は火山列

島海域に形成されており，漁獲の大半は同海域で水揚

げされたものであった。またこの間，漁獲されたトビ

ウオ類の種別については，漁業者はあまり関心を払っ

ておらず,不明であった。
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TablelTWelveHyingfishspeciescaughtfTomsevencollectioncitesoftheOgasawaralslandswatersdurinｇｌ９８５ｔｏ２００３

Iwo-jimaMinami-
１ｗｏ１１ｍａ

（STN6）（STN7）

Kitaiwo‐

Ｊ１ｍａ

（STN5）

Chichi- Haha-Nishino-

shima

（STN2）

Higashi-
kaUinba
(STNl） (３冊）（STM）

ｊｌｍａ

２ 1３３ 4８1５４２Daysspentfiorcollection

ＸＸＯｘ:)Ｐor/'α"1p/7zﾉｓ
●

〃7/crOP/ｅＪｗｓ〃7/C'・Oplfe/ＷＳ

Ｘ ＸＸＸErOCOe/ＭＷ）70'70Ｃｉ"ん"Ｓ

Ｘ ＸPα'でxocoe"/ｓ６'てＩＣ/tvp/e'w３

ｂｒｑｃ/ｗ）/e'ＷＳ

ＸＸblﾉﾉwﾉ7Ｃｌ/7c〃//ｌＬＭＷ）eαｲﾉﾉger

Ｘ ＸＸ Ｘ ＸＸqpsem'wspoecﾉﾉOp/elws

Ｘ Ｘ ＸＸ ＸＸCSI///o/7'

Ｘ Ｘ ＸＸ ＸＣａ"jWg/7jｓ

Ｘ Ｘ Ｘ ＸＸCcJgooCJgoo

ＸＣｐｊ'7"α//ｂａ７６ｑ/ｚｌｌＳ

ノCJPO'7ﾉCZｲＳ

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＸＸＣａ/7/o/7CiCﾙノ

ＸＸ ＸＸＣａ'79"S/iceps

Ｘ Ｘ ＸＸ ＸＣＳＰi/o/7o/Opre/ＷＳ

４ 1０ ８６ 1０ ７Ｔｏｔａｌｎｏｏｆｓｐｅｃｉｅｓ ３

(同ｌ；0003％)、オオメナツトビ（同18,287;69.55％），

ﾋﾒｱｶﾄﾋﾞ(同229：0.87%ﾙﾁﾔﾊﾞﾈﾄﾋﾞｳｵ（同

38;0.14％）の]２種であった。出現率はオオメナツト

ビの69.55％が最も高く，オオアカトビの20.77％,アヤ

トビウオの５８４％，トビウオの202％の|||頁で続いた。

その他の８種はいずれも出現率が１％以下で，0.003～

087％の範囲にあった。

ハゴロモトビウオプツマリトビウオ．ニノジトビウオ，

アヤトビウオ，オオアカトビ，アカトビ，トビウオ，ハ

マトビウオ，オオメナツトビ，ヒメアカトビ，チャバネ

トビウオの11種についての各部位の測定結果をTable2

に，計数値をＴａｂｌｅ３に示した。これら各種の形態学的

特徴は，おおむね藍澤（2000）の記載に一致した。しか

し，ヒメアカトビ頭長の標準体長比は２４８８～２６６０％

であり，背鰭基底長の標準体長比１９６２～2143％を上

回った。また調査した５個体中２個体で背鰭軟条数は

１９８９～９０年の２年間の小笠原島漁協における月別

のトビウオ類漁獲量と鮮魚出荷の月平均市場価格（円

／ｋg）の推移をＦｉｇ４に示した。トビウオ類の漁獲が

あったのは２～７月の５ヶ月間で，漁獲量は各々0.03t，

L24t,12.37t,15.82t,６４１t,420tであった。一方駅価格

は各々500.0円，731.4円，480.3円，３７３６円，339.5円，

1793円であった。

標本調査各調査日における漁具別の採集結果と表

面水温をAppendixtablelに示した。また，調査海域

ごとの採集魚種をTablelに示した。採集されたトビ

ウオ類は，サヨリトビウオ０Ｗ）or〃α"/P〃Z'Ｓ〃7/C'叩/eﾉＷＳ

"，/cmp/e'ＷＳ（採集個体数２;出現率0.01％），ハゴロモト

ビウオ（同８;0.03％)，ツマリトビウオ(同１１０;0.42％），

ニノジトビウオ（同３;0.01％），アヤトビウオ（同1,535；

5.84％)，オオアカトビ（同5,462;20.77％)，アカトビ(同

86;０３３％），トビウオ（同531；２．０２％），ハマトビウオ

－６－



Table2RangeofproportionallneasurementsinllspeciesofExocoetidflshesc（

ValuesarepercentageinstandardlengthandtheabbreviationsaresamｅａｓｉｎＦｉｇ２

speciesofExocoetidflshescollectedfromtheOgasawaralslandswaters．

Ｐ．ｂ'てJcbplfe'wsHSpec"/ｊｇｅｒＣｐｏｅｃｉ/Oﾉﾌﾞ/e,wsSpecies E.〃70/70Cﾉﾉγ〃Z/Ｓ Ｃｓｗ//o"ノ Ｃａ"jSigJ7/Ｓ
６'αc/ｗ〕/e'ＷＳ

Noofindividuals

TotalL(ｍ、）

StandardＬ(ｍ、）

ａＤ

ａＶ

ａＡ

ＰＶ

ＶＣ

ＤＣ

ＨＬ

Ｐｏ

Ｏ

5

223.5-233.3

１５８．４－１７７．３

６８．１２－７１４１

４０．５３－４２．４５

67.88-71.31

15.91-18.46

56.02-58.45

28.60-30.93

2418-27.03

1213-1４０６

６．４３－７．４１

６３１－７．２８

8.39-10.33

19.40-20.89

7.84-8.28

13.42-15.22

9.22-]０．８９

１０．１５－１１．８３

７４２８-78.47

13.04-15.28

24.31-25.59

33.49-34.61

20.67-21.97

２１．０９－２１．９７

５

１４４．３－１４７．０

114.0-123.7

68.62-71.06

50.13-52.14

70.00-72.32

28.42-30.65

46.43-47.53

29.ｌ８－３Ｌ６７

2193-23.04

９．５１－９．８９

７．１９－７．６３

５９３－６．４９

7.74-816

17.87-18.49

617-658

10.79-11.72

30.30-３１．４５

１０．７０－１２．６９

５４２４－５７．７５

]9.69-21.42

17.45-19.22

27.19-28.23

20.13-2132

18.27-20.22

３

２５２．８－２７１．０

200.7-212.0

73.07-7464

58.58-6099

７３１３－７３３９

35.05-36.77

３６．６５－３８１２

23.63-24.71

23.72-2472

10.16-10.28

7.27-8.07

6.73-7.82

8.72-9.43

15.73-16.98

６３５－６９８

１２９９－１４１５

９．３７－９．８１

８．２２－９．２０

68.86-70.57

26.81-28.87

1991-2028

27.01-29.48

16.56-16.73

14.45-15.80

5

253.1-267.0

194.0-206.7

69.21-71.75

5908-60.15

77.91-80.77

35.56-38.41

37.88-40.79

26.12-27.06

23.32-25.'９

１０．４５－１０９６

７．５５－９３３

7.11-8.02

10.06-11.24

21.09-22.18

789-8.38

15.05-15.88

１１．２１－１２．００

7.64-8.69

66.86-70.33

27.88-31.83

25.67-27.35

32.99-34.97

17.90-20.51

８．５６－１０.'８

5

352.8-400.0

270.5-307.5

72.42-75.42

57.94-59.86

78.72-80.07

36.37-37.45

36.81-39.78

23.19-25.69

23.38-23.84

1020-10.9３

６．５０－７３２

7.44-8.26

9.49-10.47

16.96-18.74

6.76-7.47

1210-13.25

12.64-1２．８７

6.71-8.10

67.62-7188

27.76-31.03

20.10-23.20

30.68-33.37

14.96-17.22

10.93-12.24

５

３２２．０－３６２．０

247.2-276.0

６７．３５－６９．６０

５３．９６－５７．０］

75.69-78.62

30.62-3437

41.60-43.77

27.63-28.62

22.75-2415

10.12-10.84

６．６７－７．９２

７．００－７．９３

9.12-10.84

17.95-20.00

6.89-7.34

12.67-13.38

12.46-1４５１

7.10

6717-7230

28.76-30.84

23.83-25.22

32.20-33.63

1999-20.９８

１０．８６－１３．１８

ａｏ

ｌ
Ｈ
Ｏ
Ｌ
ｈ
ｗ
ｍ
Ｍ
〃
Ⅳ
Ⅸ
皿
の
仏

13本であり，３個体が１２本であった。そしてこれらの２

点は,藍澤（2000）の記載に一致しなかった。

オオアカトビ左右胸鰭上面の小黒斑点数をＴａｂｌｅ４

に示した。斑点数は，左側０～153個，右側ｌ～172個

の範囲にあった。

流刺網１反あたりの羅網個体数は，父島・母島海域

が115～９３１，平均3.07±３１２であったのに対して，

火山列島海域では０～４３８４．平均７９７±１０９２であっ

た。

1990,91両年の２月から７月の問に火山列島海

域において流刺網で採集されたトビウオ類の種別の

個体出現率の推移を月ごとに示した（Ｆｉｇ５)。２月は

トビウオのみの出現であったが，３月には本種とオオ

メナツトビの２種が出現し，出現率は各々４１９およ

び581％であった。４月にはトビウオ，オオメナツト

ビ，オオアカトビ，アヤトビウオが各々０５，６７３，３００，

０３％，アカトビ，チヤバネトビウオなど，その他の種

が２２％を占めた。５月はオオメナツトビ，オオアカト

ビ，アヤトビウオ，ヒメアカトビが各々59.0,253,126,

3」％の出現率となった。６月にはオオメナツトビ，

オオアカトビ，アヤトビウオ，ヒメアカトビ，その他の

種が各々５１」,２４２，］48,45,5.4％を占めた。７月には

オオメナツトビ，オオアカトビ，アヤトビウオ，ヒメア

カトビ，その他の種が各々283,61,37.6,27.0,1.0％を

占めた。また，同列島海域における２～７月の月別平

均水温は，２月22.7℃，３月23.1℃，４月241℃，５月

248℃，６月26.2℃，７月28.4℃と月を追って上昇した。

ツマリトビウオ，アヤトビウオ，オオアカトビ，トビ

ウオ，オオメナツトビ，ヒメアカトビの６種の性比は，

それぞれＬ50,0.81,445,3.10,320,2.00であった。そ

してアヤトビウオでは，性比の偏りに有意性は認め

られなかったが，他の５種についてはいずれも雄の出

－７－



Table２Continued

Ｃ、

ｐｊ"ﾉﾌﾞα"6α'･ｂｑ/"ｓ
ノ(ＩＰＯ〃/c"ｓ

Ｃ、

ＣＱ"/o"CiCﾙノＣ､αﾉ79z/ｓｒｊｃｅｐｓ
ｓｐ//o/７０/OPre'ＷＳ

Species C.αgoo(Jgoo

５

２５３３－２６１．８

]82.1-201.8

6908-72.49

59.23-62.20

7724-81.22

34.51-37.70

37.08-38.26

27.32-29.34

24.88-26.60

１０．８４－１１．５９

7.88-8.95

7.53-8.07

9.00-］１．０４

19.23-22.52

7.19-7.96

］３．３０－１４．５０

10.76-12.09

７．２５－８０８

65.90-68.58

27.02-29.83

23.58-25.42

３１．４３－３３．７１

19.62-21.43

l０ｌ８－ｌＬ６４

5

3425-390.0

263.0-298.0

71.14-72.06

57.49-60.72

77.48-80.72

33.62-37.24

39.07-41.25

26.50-27.50

24.06-25.67

11.06-11.79

6.32-7.73

7.76-8.22

8.90-10.13

18.19-19.47

７．１１－７．５５

１２．２５－１３．３６

１１．５８－１３．００

7.62-8.57

69.48-73.43

26.10-28.19

23.91-2433

31.03-33.90

18.13-1982

10.４１－１１．５８

5

350.0-373.0

2720-294.5

70.63-72.65

57.75-59.99

75.96-79.08

33.99-36.71

36.54-39.52

2413-２６」０

２２．５３－２５．２７

923-10.40

7.20-7.66

7.20-812

8.19-896

16.03-17.50

５．６７－６２５

］’33-12.76

8.67-9.24

6.40-712

65.44-68.04

2870-31.04

20.96-22.31

３１２１－３２．８４

１７６６－１９」８

lLO7-l334

No.ofindividuals

Totall(ｍ、）

StandardＬ(ｍ、）

ａＤ

ａＶ

ａＡ

ＰＶ

ＶＣ

ＤＣ

ＨＬ

Ｐｏ

Ｏ

ａｏ

ｌＯ

ＨＬ

ｈ

Ｗ

ｈＤ

ｈＡ

ｌＰ

ｌＶ

ＩＵＣ

ＩＬＣ

ｌＤ

ｌＡ

5

252.0-360.5

183.2-276.0

72.76-75.00

56.86-60.36

75.29-78.80

35.80-38.26

37.87-38.56

21.67-24.56

21.82-23.34

9.99-10.36

638-7.10

6.08-7.36

8.87-9.97

16.45-17」３

6.41-7.12

１３．１１－１４．０５

１０１０－１１．６３

7.67-9.22

65.06-72.05

31.63-34.85

２Ｌ０６

２９．３７－３２．２１

１５．０５－１６．５１

11.16-12.99

3９４８

３１７．０

７３．７５

５９．６２

７９．６５

３８．１４

３９．４６

２５．８７

２２．２７

１０．４１

５．６８

６９７

７．９８

１８．６８

５．６２

１３９４

１０．７３

７３．５６

２５．５５

2９．３４

１６．７２

１１２３

では２～６月と１１月の全採集期間で放卵・放精個体が

認められた。ハマトビウオは１月のみの採集で，放卵・

放精個体は認められなかった。オオメナツトビでは，

３～７月に放卵・放精個体が認められたが，９月には

放卵・放精個体は認められなかった。ヒメアカトビで

は，５～７月に放卵・放精個体が認められたが，９月

には放卵・放精個体は認められなかった。チャバネト

ビウオは３～６月の全採集期間を通じて放卵・放精個

体が認められた。

卵の形態オオアカトビ，オオメナツトビ，ヒメア

カトビの３種の卵はいずれも球形で，纒絡糸が卵の全

面にほぼ均等に生えていた。卵径，卵の半球上纒絡糸

数，最長纒絡糸の卵径比は，オオアカトビが各々１２０

～Ｌ２６ｍｍｌ３～２１本,卵径の４０倍,オオメナツトビが

１３４～Ｌ52ｍｍ,２２～３２本，卵径の３８倍，ヒメアカト

ビが1.39～Ｌ49ｍｍ,２２～40本,卵径の４０倍であった。

産卵行動1988年６月８日夜間の約50分間にわたる

現割合が有意に高かった（P<0.05)。また，これらの

雌雄別の尾叉長組成はFig.６に示したとおりであり，

各種とも雄より雌の平均尾叉長が有意に大きかった

(Ｐ<0.05)。

今回採集されたトビウオ類１２種の通年，旬別の出

現時期を，放卵・放精個体出現の有無を区別してＦｉｇ．

7に示した。サヨリトビウオは５月と６月に，ハゴロ

モトビウオは３，４，９，１１の各月に採集され，いずれ

も放卵・放精個体は認められなかった。ツマリトビウ

オは，５，６月の採集個体で放卵･放精が認められたが，

１１月の採集魚は非成熟個体のみであった。ニノジト

ビウオは５月と９月に非成熟魚が採集された。アヤト

ビウオでは，４～７月に放卵・放精個体が認められた

が，８～９月には放卵・放精個体は認められなかった。

オオアカトビは３～７月の全採集期間を通じて放卵・

放精個体が認められた。アカトビも４～７月の全採集

期間を通じて放卵・放精個体が認められた。トビウオ

－８－



Table3RangeofmeristiccountsmadｅｏｎｔｈｅｓａｍｅｓｐｅｃｉｍｅｎｓａｓｓｈｏｗｎｉｎＴａbｌｅ２

Ｐ･braC/'〕'p/e'wSHSPec"/jge,、ＣＰｏｅＣﾉﾉ｡/)re,WSSpecies E.〃?o"ocﾉﾉｧﾙ"ｓ Ｃ.ｓ""oﾉ7ノ Ｃ､αかパノgl7jS
ノＷにノリlp/eﾉＷＳ

No.ofindividuals

Dorsalray

Analray

Pectoralray

Ventralray

Predorsalscales

PoredscaleonLL.＊

ScalesaboveLL.＊

Upperlimbgillrakers

Lowerlimbgillrakcrs

Totalgillrakers

Abdominalvertebrae

Caudalvertebrae

Totalvertebrae

３ ５ ５５ ５ ５

ｌ３

１２－ｌ３

１５－ｌ６

6

19-22

44-47

8

4-6

19-21

24-25

25-27

16-１７

４２－４３

'２－１３

１２－１３

１２－１３

６

２１－２２

41-43

６

７－９

１８－２０

25-29

24-25

１５－１６

４０－４１

１１‐I２

ｕ

ｌ７

6

31-32

52-54

６－７

8

18-20

26-28

29

17-18

46-47

３
９
７
６
１
７
９
７
９
５
８
４
２

３
４
８
勺
）
４
２
２
１
４

－
一
－

一
８
－

２
５

８
５

６
２
６

０
１

１

２
４

１
２
２

４

12-13

９－１１

１３－１４

6

38-42

55-60

8

5-7

17-19

22-25

31-32

14-16

45-47

１４－１５

９－１０

１３－１４

６

３３－４０

58-64

８－９

５－７

１６－１９

22-25

28-30

15-16

44-45

＊ＬＬ：LateralLine

Table３Continued

Ｃ、

/)ﾉﾉ7/7αﾉﾉ6ａｒ６ｑ/ZAW
ノcJpo"ﾉc"ｓ

Ｃ・

Ｃａﾉ7/o"ＣｉＣﾙノＣ･ClwgMWﾉcﾋﾞﾉﾌｓ
Ｓｐﾉﾉo'７０/OP/e'WＳ

Species C､qgooCJgoo

５５５NOofindividuals

Drsalray

Analray

Pectoralray

Ventralray

Predorsalｓｃａｌｅｓ

ＰｏｒｅｄｓｃａｌｅｏｎＬＬ＊

ScalesaboveLL.＊

Upperlimbgill「akers

Lowerlimbgillrakers

Totalgillrakers

Abdominalvertebrae

Caudalvertebrae

Totalvertebrae

５

３
９
５
６
８
８
９
７
６
３
８
５
－

Ｊ
３
４

９
－
４
３
３
４
０
－
２
４
４

２
４

５
６

４
１
６
３
０

１
１

２
４

１
２
２
１
４

13-14

9-10

13-15

6

29-32

48-54

８－９

６－７

１７－１８

23-24

29-30

１３－１５

43-44

12-13

９－１１

１４－１５

6

29-36

54-56

８

４－６

１６－１７

21-23

29-31

16-18

46-48

３
１
５
６
３
２
７
７
６
３
４
６
０

１
１
１

４
６

１
２
３
－
５

lＯ－ｌ２

１０－ｌｌ

ｌ７

6

34-37

51-56

７－８

６－７

１４－１６

21-23

３１

15-16

46-47

＊ＬＬ：LateralLine
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観察時間中，海面付近には２個体でペアーを形成する

トビウオ類が多数みられた。このうち一方の個体は前

方に位置し，もう一方の個体が前方の個体にほとんど

体を接するようにしてわずか後方に位置した。これら

のペアーの多くは胸鰭を半開き状態にして，非常に緩

慢な速度で左右に蛇行しながら５～１０ｍほどの距離

を前方に向かって遊泳していた。そしてペアーが遊泳

した跡にはヒモ状の物体が漂っていた(Fig.８)。また，

まれには３～４１固体が一緒になって同様の遊泳行動を

示すものも認められた。こうした一対ないし数個体で

遊泳する個体は非常に警戒心が薄く，手綱で簡単にす

くうことができた。このとき採集された魚種は，アヤ

トビウオ,オオアカトビ.オオメナツトビの３種であった。

Ｔａｂｌｅ４Ｎｕｍｂｅｒｏｆｂｌａｃｋｉｓｈｓｐｏｔｓｏｎｔhepectoralflnsof

Cszｲﾉ'０"/collectedfmmtheKitaiwo-jimawatersonJune

l８，１９９１

StandardLeftsideRightside

lengthinmm

Specimen
number

７
８
９
３
０

１
４
５
１

１４

２２

４６

１７２

294.5

276.0

270.5

281.0

277.0

１
２
３
４
５

Range 270.5-294.5０－１５３ 1－１７２

考察

漁業資源としてのトビウオ類漁獲統計資料や聞き

取り調査によれば，小笠原諸島海域のトビウオ類は，

ｊ
０
側
０
１

５０

０

JＵＮＦＥＢ ＭＡＲ JＵＬＡＰＲ ＭＡＹ

Fig.５MonthlyfiPequencyoffiveflyingfishspeciescollectedlTomtheVOIｃａｎｏｌｓｌａｎｄｓｗａｔｅｒｓｉｎｌ９９０ａｎｄｌ９９１．Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，

EandFarefbrqlpse/z"wsqgooQgoo,Cqw/ol7c/c〃/,Ｃｓ"//ol7/,Ｃ/)oecﾉﾉ。p/elws,ＣＱ"gZMcepsandotherExocoetidspecies，
respectively．
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Fig7MonthlycollectionofHyingfishesintheOgasawaralslandswaterｓｄｕｒｉｎｇｌ９８５ｔｏ２００３、Monthsaredevidedbyten

days・HollowcircleindicatesimmatureindividualsanddarkcirclefbrfUllymaturedones．

な操業が行われていないことによるものと考えられ

る。しかし戦前から現在にいたるまで，小笠原諸島海

域では，トビウオ流刺網の本格的な操業を行えば,多

い年で８０～１００t程度の漁獲が認められた。したがっ

て，本海域におけるトビウオ類資源は漁業対象として

の操業に耐えうる水準にあるものと考えられる。この

ため，魚価の上昇等，今後の社会・経済情勢次第では，

期待のもてる資源といえよう。

1989,90両年の２～７月における小笠原島漁協の

トビウオ類漁獲量は，５月の1582tを最高に４月が

]237tと，この２ケ月がlotを上回った。そして他の月

の漁獲量は，６月6.41t,７月４２０t,３月124t,２月0.03tの

lll目となった。一方，鮮魚の市場価格は３月の731.4円

を最高に，以下２月500.0円,４月480.3円，５月373.6円，

６月３３９５円，７月１７９３円のlll頁となった(Fig.４)。した

がって，比較的高価格の２～４月は鮮魚出荷を主体と

し，価格の低下する５月以降は，鮮魚出荷のほか，冷

凍保存の可能な加工利用も視野に入れて，価格の推移

を見ながらの計画的な出荷を行うのが，経営戦略上有

利と考えられた。

小笠原諸島海域における出現種小笠原諸島海域

に出現するトビウオ類は，今回採集されたサヨリト

ビウオ，ハゴロモトビウオ，ツマリトビウオ，ニノ

ジトビウオ，アヤトビウオ，オオアカトビ，アカト

ビ，トビウオ，ハマトビウオ，オオメナツトビ，ヒ

メアカトビ，チャバネトビウオの１２種のほかにイ

蝿舗野慨難藤⑭縛潔醗熟僻・徽
粧

；
…
“

鷺

'4廃

Ｆｉｇ．８Ｄｉａｇｒａｍｏｆｐｏｓｓｉｂｌｅｓｐａｗｎｉｎｇｂｅｈａｖiorof

flyingHshcsobservedhDmthedeckofresearchvessel・A

pairofflshwithhalfspreadpectｏｒａｌｆｉｎｓｓｗａｍｖｅｒｙｓｌｏｗｌｙ

ｄｒａｗｉｎｇｓnake-liketrace，andfloatedstring-likematter

alongit．

特に戦前は重要な漁業資源の一つであった。また，そ

の後の同海域におけるトビウオ漁業は，時々の社会・

経済」盾勢によって盛衰のあったことがわかる。そして

近年のトビウオ類の漁獲量は比較的低水準にある。こ

れは，同海域で立延縄漁業により行われているマグロ，

カジキ類の漁獲が安定していること，あるいはトビウ

オ類の魚価が低水準にあることなどによって，本格的

－１２－
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ダテントビウオＥ,′Oﾉﾉﾉα'7s,ザカトビウオＰ'℃g"/Cﾙﾉﾙ!〕ﾉＳ

肱Vlipj/7/7ｊＳ，ホソアオトビＨＯＪＭｅＰ/7CII/Z/S，オキトビ

Ｄｑ"/c〃/ﾉﾊﾉs/w7clk?/ｅｒｊｊ,オオメオキトビ、αﾙﾉﾉ77αα//α/z/s，

マトウトビウオＣｓｐｊ/叩/eﾉＷＳ，オジロトビCexiliens，

シロフチトビウオＣ/ﾗwcqlrz｛sβwcalrzｨsの８種が記録され

ている（Parinl960,倉田ら1971，座間・藤田1977,陳

1987,青木1988,加藤ら2006)。しかしこれらのうち，

マトウトビウオは，倉田ら（1971）が記載し，座間・

藤田（1977）がこれを引用・記載しているほかは，今

回の調査を含めて小笠原諸島海域からは全く採集され

ていない。藍澤（2000）は本種の分布域を，琉球列島

以南の黒潮暖流域，東部インド洋・西部太平洋の熱帯

海域としている。また，今井（1959）は与論島で，久

田(2002)は種子島･屋久島海域で本種を採集しており，

これが北限の記録と思われる。さらに倉田ら（1971）

は，小笠原諸島海域ではマトウトビウオがオオメナツ

トビに次いで２番目に多獲されると記述している。し

かし，今回の調査でオオメナツトビに次いで多獲され

たのはオオアカトビであった。これらの諸状況から判

断すると，マトウトビウオとオオアカトビは，ともに

褐色を帯びた胸鰭上に黒色小斑点が散在するので，倉

田ら（1971）が誤査定したものと考えられる。したがっ

て，小笠原諸島海域においてこれまでに記録されたト

ビウオ類は，上記の20種のうちマトウトビウオを除

いた１９種と思われた（Table５)。

藍澤（2000）は，ヒメアカトビとウチダトビウオＣ

"α'でｓｌｉｊの分類形質として頭長と背鰭基底長の比，背鰭

軟条数の２点を挙げている。すなわち，ヒメアカトビ

では頭長が背鰭基底長とほぼ同長で，背鰭は１３～１４

軟条，これに対してウチダトビウオでは，頭長が背鰭

基底長よりも長く，背鰭は１０～１２軟条としている。

加藤ら（2006）は，小笠原諸島の沖/鳥島海域で採集

したヒメアカトビの形態について調査した結果，ヒ

メアカトビの頭長は背鰭基底長よりも長く，背鰭は

１２～１４軟条であったので，藍澤（2000）の示した分

類形質は再検討する必要があるとした。今回採集され

たヒメアカトビ標本の調査でも，頭長は背鰭基底長よ

りも長く，背鰭は１２～１３軟条であったので，加藤ら

(2006）の見解を支持する結果が得られた。

オオアカトビ胸鰭上面の小黒斑点数を左右の鰭別に

調査したところ，０～］72個と大きな変異が認められ

た。また，阿部（1994）も指摘しているように無斑

の個体もみられたので，チヤバネトビウオ，ヒメアカ

トビなどのように，胸鰭が紫色を帯び，かつ斑点をも

たない魚種との判別には注意が必要である。

伊豆・小笠原諸島海域におけるハマトビウオの主漁

場は，伊豆諸島南部の鳥島から八丈島にかけての海域

であるが（東京都水産試験場1991)，本種は小笠原の

Table5AlistofExocoetidfishspeciesrecordedfmmtheOgasawaralslandswatersbysixreferrecesandpresentstudy.Ｃ、

Spj/Opre/wswasapparentlysupposedtobemisidentiflcationofC・ｓｚ//lro/7ノ

Species Parｉｎ

(1960）

Kuratae／

α/・（1971）

Zamaand

Fujita(1977）

Ｃｈｅｎ

(1987）

Ａｏｋｉ

(1988）

Ｋａｔｏα

α/・（2006）

Present

study

Ｘ
Ｘ

ＸＯＬＷ）oﾉﾉﾉα"qPﾉﾉz/ｓ〃１１ﾉcmP/e'ＷＳ〃7ﾉc'･OP/eﾉＷＳ

母OCOe/Zｲ,ｙＶＯﾉﾉﾉαﾉ7Ｓ

Ｅ〃70"OCjJ7hZ/Ｓ

Ｐα'･exocoe/ｊｌｓ６'.αc/ｗ,/e'ｗｓ６'αc/Ｗ,/e'w`『

Ｐ'Ｄｇ'7/cﾙﾉﾙVsbノセvlipj'7ﾉ7芯

日、"7d7c/7/A〕ﾉＷﾌｅａｌ/jge「

Hojwcep/iIα〃ｓ

Ｄｑ"jCh/ｈＭＷ℃ﾉ7.セルlrノノ

，．αﾙﾉﾉ１７qczﾉﾉＱｒｚ/s

CyPseh"z'sPoecj/OPre'ＷＳ

Ｃ・Ａｗ"o"ノ

ＣＱ/ｒｌＷｇ'7応

Ｃｑｐ"op/eﾉＷＳ

Ｃ・Ｃｘﾉﾉﾉe'7ｓ

Ｃ・ａｇｏｏｃＪｇｏｏ

Ｃﾉﾌﾉﾉ7"α"6α'6α/Ｉ'MJPo'7ﾉcz/ｓ

Ｃ.α"/o"c/ｃｈｉ

Ｃ.α'79"S/ﾉCePS

CﾉｻWCα/１１s/ｉｓ""ＣＷ

Ｃ､ｓＰｊ/o"omP/e'ＷＳ

Ｘ
Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

(Ｘ） (Ｘ）

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

２(3) ５(6)TotalnOofspecies 1１ ９ ４ ８ 1２
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学的な有意差が認められなかった。一方，他の５種で

は雄の出現率が有意に雌を上回った。青木（1988）は，

小笠原海域から採集されたアヤトビウオ，オオアカト

ビオオメナツトビの３種の性比について報告してお

り，アヤトビウオのみ，雌の出現率が雄の出現率を上

回ったが，他の２種は雄の出現率が雌を上回ったとし

ている。したがって今回は,ツマリトビウオ，トビウオ，

ヒメアカトビの３種でも雄の出現率が雌の出現率を上

回ることが判明した。また，今回調査した上記の６種

では，いずれも雄よりも雌の平均尾叉長が大きく(Fig.

6)，これは小西・草刈（1959)，青木（1988)，加藤

ら（2006）が各々ハマトビウオ，オオメナツトビ，ヒ

メアカトビで指摘したのと同様であった。

卵の形態トビウオ類の卵の形態については，以

下のような報告があった。すなわち，塚原・塩川

（1957）およびTsLlkahara（1959）がバショウトビウオ

Pα'exDcoe/"s〃7e"/oについて，塚原ら（1957）がアリ

アケトビウオＣｓ/α/℃ｓｊ，ホソトビウオＣ〃/Ｍ/，ツク

シトビウオＣ/】e/erz"WMb伽?e〃の３種について，今

井（1959）がサヨリトビウオ，ツマリトビウオ，トビ

ウオ，ハマトビウオ，ホソトビウオ，ツクシトビウ

オおよびホソアオトビＨｏＭｅｐ〃α/"sと推定されるト

ビウオの７種について，松原（1971）がサヨリトビウ

オ，ＦＭｉａ/o『αα(/zlspqc抗α/s,肋,１exocoe/zｨs6racﾉﾘlp/e,ＷＳ

////o'Ｍ，,qPse/",ＷＳルe/e,w,WSの４種について，青木

（1988）がツマリトビウオ，アヤトビウオ，オオアカ

トビ，オオメナツトビの４種について記述している。

しかし，青木（]988）はオオアカトビ，オオメナツト

ビの卵径と纒絡糸数については記載しているものの，

最長纒絡糸長と卵径の比については記載がなかった。

また，ヒメアカトビ卵の形態に関する記録は見つける

ことができなかったので，これらの３種について今回

記載した。

産卵行動BrederandRosen（1966）は，インド洋

ベンガル湾におけるイダテントビウオ属凸ocoe/"sの

1種の産卵と思われる行動をかなり詳細に記述してい

る。これによれば,産卵行動は以下のように行われた。

“体長約30ｃｍの２１固体のトビウオが互いに接近し

た。１尾は太っており，胸鰭を半ば広げるか，あるい

は全開してゆっくりと泳いでいた。もう1尾は痩せて

おり，太った個体の産卵をを促すようIこのその周辺を

興奮して泳ぎ回っていた。そして時折，下方や後方か

らMZ1端を太った個体の肛門付近にこすりつけるような

動作をした。痩せた個体による最も顕著な産卵促進行

動は，胸鰭を羽ばたかせるような行動で，これは約２

聟島列島から父島列島周辺海域でも，今回の採集を含

め,まれに採集されている(東京都小笠原水産センター

1980，東京都小笠原水産センター1985)。しかし母島

列島よりも南方海域での採集記録はないので，父島海

域が本種分布域の南限と思われた。また,阿部（1994）

は，小笠原諸島海域におけるヒメアカトビ分布の北限

を北硫黄島としているが，今回の調査ではさらに北方

の西の島海域でも採集された(Tableｌ）。

漁獲対象種と漁場今回採集されたトビウオ類の

出現率はオオメナツトビの69.55％を最高に，オオア

カトビの20.77％，アヤトビウオの５．８４％，トビウオの

2.02％の順となり，その他の８種はいずれも出現率が

1％以下であった。したがって，漁獲対象種の主体は

オオメナツトビとオオアカトビの２種であり，アヤト

ビウオ，トビウオなどがこれに次ぐと考えられた。ま

た，流刺網1反あたりの羅網個体数は，父島・母島海

域が115～９３１，平均3.07士３１２，火山列島海域が０

～4384,平均７９７士1092で，後者では前者の２６倍の

漁獲効率が認められた。小笠原諸島海域におけるトビ

ウオ漁場は，戦前・戦後を通じて火山列島周辺に主漁

場の形成されることがわかっており（東京府小笠原支

庁1936、倉田・広瀬1969)，今回の調査結果もこれを

裏付けるものとなった。

1990,91両年の２月から７月の間に，火山列島海域

において流刺網で採集されたトビウオ類の月別の個体

出現率の推移をみると，優占種は，トビウオが２～３

月，オオメナツトビが３～７月，オオアカトビが４～６

月，アヤトビウオが５～７月，ヒメアカトビが７月と

経時的に変化した（Fig.５)。また，今回採集された１２

種のトビウオ類のうち，上記の優占種を含む８種にお

いて，各々２～６ヶ月間にわたる放卵・放精個体の出

現が認められた（Fig.７)。さらにこれらの各種は，主

として小笠原諸島各島の沿岸からｌ～３kｍの範囲内で

採集されたので,沿岸域への産卵回遊群と考えられた。

また，同海域における２～７月の平均水温は，２月の

227℃から７月の28.4℃へと月を追って上昇した。し

たがって，こうした優占種交代現象の原因としては，

種間交雑を避けるための時期的な産卵場の使い分け，

ふ化仔魚の初期餌料をめぐる競争の回避，あるいは各

魚種の生息適水温の変化に伴うものなどが考えられた

が，明らかにできなかった。

性比と雌雄の体長差ツマリトビウオ，アヤトビウ

オ，オオアカトビ，トビウオ，オオメナツトビ，ヒメア

カトビの６種の性比は，それぞれ150,0.81,445,3」0,

320,200であり，アヤトビウオのみ，出現率に統計
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分間隔で続いた。その後このペアーは，腹と腹肛門

と肛門をすりあわせるようにして激しく胸鰭を羽ばた

かせた。そして胸鰭を重ね合わせたまま数秒間静止し

た。ペアーの後方には雲状の，やや光沢を帯びた長

さＬ2ｍほどの筋状の物体が残された。このような行

動の認められた場所の水面には，泡のような塊が浮遊

していたが，やがて波によって消失した，，。また，真

木ら（1997）は，ツクシトビウオの産卵行動を“産卵

は夜半過ぎの午前３時頃から日の出前後までに行われ

る。雌雄は重なりあうように併泳しながら，体を左右

に痙寧させて産卵・放精する”としている。今回の産

卵と思われる行動も夜間に観察され，ペアーが胸鰭を

開き，緩慢な速度で併泳し，後方に浮遊物体が残され

るなどるなど，共通する点が認められた。しかし，吻

端をこすりつけるような行動や胸鰭を羽ばたかせるよ

うな行動は観察できなかった。また，ペアーの後方に

残されたヒモ状の浮遊物を採集することもできなかっ

たので，産卵の確認にはいたらなかった。

5）２～７月の主漁期中，初期はトビウオ，オオメナツ

トビ，中期はオオメナツトビとオオアカトビ，終

期はオオメナツトビ，アヤトビウオ，ヒメアカトビ

と優占種の変化が認められた。

6）ツマリトビウオ，アヤトビウオ，オオアカトビ，ト

ビウオ，オオメナツトビ，ヒメアカトビの６種の

性比は，それぞれＬ50,0.8],445,3.10,3.20,2.00で

あった。アヤトビウオのみ雌雄の出現率に有意差

がなかったが，他の５種では雄の出現率が雌を上

回った。またこれらの全種で，雌の平均尾叉長は

雄よりも大きかった。

キーワード：トビウオ科魚類、小笠原諸島海域，漁業

生物学
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要約

1）１９１５年以降2004年までの小笠原諸島海域における

トビウオ漁獲量は，1938年の１０６３tを最高に主

として戦前において盛んに操業されていた。戦後

もその時々の社会・経済的状況に応じて操業が行

われ，1990年には戦後最大となる868tの漁獲が

あった。

2）１９８５～2003年の小笠原諸島海域における調査の

結果，サヨリトビウオ，ハゴロモトビウオ，ツマ

リトビウオ，ニノジトビウオ，アヤトビウオ，オ

オアカトビ，アカトビ，トビウオ，ハマトビウオ，

オオメナツトビ，ヒメアカトビ，チャバネトビウ

オの１２種が採集された。文献によれば，このほか

にイダテントビウオ,ザカトビウオ,ホゾアオトビ，

オキトビ，オオメオキトビ，マトウトビウオ，オジ

ロトビシロフチトビウオの８種が記録されてお

り，このうち誤査定と思われるマトウトビウオを

除くと，本諸島海域で記録されたトビウオ類は合

計１９種と考えられた。

3）主たる漁業対象種は，出現率69.55％のオオメナツ

トビおよび同20.77％のオオアカトビであった。

4）戦前・戦後を通じて，小笠原諸島海域におけるト

ビウオ漁業の主漁場は火山列島海域に形成されて

おり，今回の調査においても，流刺網１反あたり

の羅網個体数は，火山列島海域が797尾で，父島・

母島海域の3.07尾の2.6倍であった。
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漁業生物学的知見．東京都水産海洋研究報告，（１）：

６５－７１．

小西尚男・草メリ正」959.伊豆諸島近海におけるハマト

ビウオの生態について，第２報系群標徴の特性．

東京都水産試験場調査研究要報（18）：ｌ－２２

倉田洋二・広瀬泉」969.小笠原諸島水産業の発展経過

と資源の動向(予察)．東京都水産試験場調査研究要

報(83）：ｌ－７８

倉田洋二・三村哲夫・草処孝一」971．小笠原諸島の魚

類相と漁獲量の傾向．東京都水産試験場調査研究要

報(90）：1-38．

真木長彰･寺島裕晃･中村啓美．1997．ツクシトビウオ：

502-505.阿部宗明・本間昭郎(監)．現代おさかな事

典，漁場から食卓まで．NTS，東京．

松原喜代松．1971．魚類の形態と検索’’第２版．石崎

書店，東京：374-404．

小笠原島漁業協同組合1998.小笠原島漁業協同組合３０

年史:Z8pP

Parin,ＮＶ］960.Flyingflshes（Exocoetidae)ofthenorth-

westempartofthePacificOcean・Bull、Inst・Oceanol，

３１:205-285.(inRussian）

多紀保彦・河野博・坂本一男・細谷和海監2005.新訂

原色魚類大図鑑,図鑑編．北隆館,東京：971pＰ

東京府小笠原支庁」936.飛魚及底魚漁場調査．小笠原島

水産経営事業成績報告，自昭和８年度至昭和]０年

度：76-84．

東京都経済局農林部水産課」972.東京都の水産,昭和４６

年版：Z16pp・

東京都経済局農林部水産課．1973.東京都の水産，昭和４７

年版：211pp・

東京都経済局農林部水産課」974.東京都の水産,昭和４８

年版：８９pｐ

東京都経済局農林部水産課．1975.東京都の水産，昭和４９

年版：l76pp・

東京都経済局農林緑政部水産課．１９７６束京都の水産，昭

－１６－



東京都労働経済局農林水産部水産課．1997.東京都の水

産,平成８年版：Z55Pp・

東京都労働経済局農林水産部水産課」998.東京都の水

産,平成９年版：Z63pp

東京都労働経済局農林水産部水産課」999.東京都の水

産,平成１０年版：Z53Pp

東京都労働経済局農林水産部水産課2000.東京都の水

産,平成11年版：Z53pP

東京都労働経済局農林水産部水産課200Ｌ東京都の水

産,平成１２年版：Z53pp

東京都産業労働局農林水産部水産課２００２束京都の水

産,平成１３年版：255pp・

東京都産業労働局農林水産部水産課2003.東京都の水

産,平成１４年版：Z36pP

東京都産業労働局農林水産部水産課2004束京都の水

産,平成１５年版：l39pp

東京都産業労働局農林水産部水産課2005.東京都の水

産,平成１６年版：l44pp

東京都産業労働局農林水産部水産課.２００６束京都の水

東京都水産試験場．1991．ハマトビウオ資源動向調査中

間報告書．東京都水産試験場調査研究要報，（202）：

１－１２５．

Tsukahara，Ｈ・’９５９．Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅｆｌｙｉｎｇ－ｆｉｓｈｅｓｏｆｔｈｅ

ＡｍａｋｕsalslandsPartLFaunaldiscussionwiththelife-

historicalnotesJ、Fac・Agr.，KyushuUniv.，１１（２）：

１６５－１８９．

塚原博・塩川司．1957．天草におけるトビウオ類

の研究第２報，バショウトビウオＰα'御exocoelws

〃ｊｅ,?/o(CuvieretValenciennes)の生態・生活史．九州

大学農学部学芸雑誌，１６（２）：275-286．

塚原博・塩川司・稲尾正．1957．天草における

トビウオ類の研究第３報，Qpse/z'"灯属３種の生

態・生活史(1)．九州大学農学部学芸雑誌，１６（２）：

287-302．

吉野哲夫」984トビウオ科：pp79-82・益田一・尼岡

邦夫・荒賀忠一・上野輝彌・吉野哲夫編．日本産

魚類大図鑑．東海大学出版会,東京．

座間彰・藤田清」977.小笠原諸島産魚類目録．東京

産,平成１７年版：l41pp 水産大学研究報告,６３(2):87-138
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AppendixtablelDataoncollectionoff1ryingfishesh？omtlleOgasawaralslandswatersduringl985to2003Numbersof
collectionsitecorrespondstothoseofFig」．Figuresoneachspeciesindicatenumberofindividuals:top,rangeofibrklength
incm:middle,averagefiorklengthincm:bottom,andsymbolHbrcatch

８５．６．２０

ＳＴＮ４

Z５５

Ｇｉｌｌｎｅｔ

６０

85.6.17-]８8５．６．１２85.6.4185.6.12-138５６．３８５．５．２]-22Ｄａｔｅ

Ｎｏ・ofcoUectionsite

Watertemperamre(℃）

Gearuseedfbrcollcction

No，ofgillnetoperated

ＳＴＮ５ＳＴＮ３ＳＴＮ３ＳＴＮ７ＳＴＮ６ＳＴＮ５

25.5-26.72２．６22.3-22.62６．４2６．０24.5-25.3

ＧｉｌｌｎｅｔＧｉｌｌｎｅｔ ＤｉｐｎｅｔＧｉｌｌｎｅｔＧｉｌｌｎｅｔＧｉｌｌｎｅｔ

８８ 2２０6０ 2２０6０

１

１２．７
OUlpo'勢Aα"Zp/7z/ｓ
"7/CﾉⅣ)/e/ＷＳ'"ｊＣﾉ割OP/e/ＷＳ
（サヨリトビウオ）

EXOCOelfZ/Ｓ〃１０'70Cﾉﾉγ〃Z/Ｓ

（ハゴロモトビウオ）

３

１２．８－１４．２

１３．６７±０．６２

Pq7exocoen/s

61qc/Z〕ｐｒｅｌｗｓ伽c/Zyplrelws
（ツマリトビウオ）

〃ﾉﾉｗ"`/jrcﾙﾉﾉjlysMeczﾉﾉjge'・
（ニノジトビウオ）

1６Cvpse/'"wMoecﾉﾉﾘｅｊｗｓ
（アヤトビウオ） ＋＋＋＋

4０１Ｃｓz/'/o"ノ
■

（オオアカトピ） ＋ 十＋＋

ＣＱノバsig"応
（アカトビ） ＋

Ｃ・cJgoocJgoo
（トビウオ） ＋

C・Ｐﾉﾉ7"α肋α'忽6α/z/ｓ
/叩o"/αｲｓ

（ハマトビウオ）

3９７ＣＣＩＷ/o"c/c力／

（オオメナツトビ） ＋＋ ＋＋＋

C､α"g"s//ceps
（ヒメアカトビ） ＋ ＋

Ｃ・ｓＰﾉﾉo"orOP/e/ＷＳ
(チャバネトビウオ） ＋＋

的
一
Ⅲ

1７２ 5８９ ４ 1,276290８１４ＴｏｔａｌｎＱｏｆｃａｔｃｈ

5．８０2．８７ 2．６８４８３Ｎｏ．ofindividualscaught

pergillnet

9．２５

－１８－



AppendixtablelContinued

Ｄａｔｅ

Ｎｏ・ｏｆcollectionsite

Watertemperature(℃）

Oearlbrcollection

No・ofgillnetoperated

86.5.21-22

ＳＴＮ４

２５．１－２５.ム

Ｇｉｌｌｎｅｔ

ｌＯＯ

ＳＴＮ７

２６０－２７

ＤＩｐｎｃｌ ＤｌｐｎＬ Ｇｌｌｌ Ｇｌｌｌｎｃｔ

Ｏ)Ｗﾌor〃α"］ﾉﾌﾉ7"ｓ

/77ﾉCrOP/e/ＷＳ〃?/CﾉＷﾌﾉeﾉＷＳ
（サヨリトビウオ）

１

９．４

Emcoe/【応〃７０"ocﾉﾉγ〃z/ｓ

（ハゴロモトビウオ） 1１．６

Ｐα'でxocoe/"s

6racA1)lp/e'ｗｓ６'鐙αc/jljyp/e'ＷＳ
（ツマリトビウオ）

2

21.2-22.3

２１７．５±０．６８

肋wl7`/icﾙﾉﾉl1ysspecLﾉﾉﾉgel
（ニノジトビウオ） 1９．６

２１

１８．７－２２．８

２１．０２±1２９

３

２Ｌ２－２１５

２１．３５±０．１５

３

２１．２－２１．７

２１．４５±0４９

９

２１．７－２２．８

２１．９４±０．４３

QpSe/'"wMoec//Oplre'ＷＳ
（アヤトビウオ）

１１

１８．３－１９．９

１９．１５±０．４８

２２２

27.5-32.3

29.68±１．２２

３８３

２８．０－３３５

３０．１４±ｌ」３

４７２

２７．８－３１．１

２９．４１±１．０２

１８８

27.8-32.1

29.84±１．００

C､ｓ"//o"ノ
●

（オオアカトビ）

Ｃａ/ﾉﾌﾞs/g/7な
（アカトビ）

Ｃ､agoocJgoo
（トビウオ）

Ｃｐ/""αﾉﾉ6αﾉ･ｂｑｒｚ/Ｓ
/qpo"ﾉα/ｓ

（ハマトピウオ）

６８８

２７．０－３２．８

２９．５７±１．０４

３，１２０
２８．０－３３．５

３０．１７±１．２２

３，０２５
２７．０－３３．３

２９．６６±1．１８

６７

２７．０－３２．３

２９．７３±ＬＩＺ

ｃｃ"7/o"c/c/１１ノ

（オオメナツトビ）

１

２１．７
Ｃ､α"g"s/ﾉceps

●

（ヒメアカトビ）

C・ｓｐ//oﾉ７０/叩/erz/ｓ
(チヤバネトビウオ）

9３１

９．３１

Ｔｏｔａｌｎｏｏｆｃａｔｃｈ

Ｎｏ．ofindividualscaught

pernet
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AppendixtablelContinued

８６．６１６－１９ ８７．３２６

ＳＴＮ７

Ｚ４５

Ｇｉｌｌｎｅｔ

４０

Ｄａｔｅ

Ｎｏ、ｏｆcollectionsite

Watertemperamre(℃）

Gearfbrcollection

No・ofgillnetoperated

ＳＴＮ７

Glllncl Ｏ]１１１１cｔ ＤＩｐｎｃｌ （jlllnctＤＩｐｎｃｔ

０，Ｗﾌｏｒｈｑ"Vﾌﾙｲｓ
"ﾉﾉc'･OP/eﾉＷＳ〃"c/含OPre'ＷＳ
（サヨリトビウオ）

EXOCOe/"`W770ﾉ70C/"〃"Ｓ

（ハゴロモトビウオ） ＋

１３

１１．７－１４．３

１２．６３±０．７１

Parexocoe/"ｓ

６ｒｑｃ/z)lp/e'ｗｓ６ｒａｃﾉ1yplre'ＷＳ
（ツマリトビウオ）

"ﾉﾉw"c/ｌｉｃﾙﾉﾉiMsspec"ﾉﾉger
（ニノジトビウオ）

Cypse/"'wMoec//op/e'ＷＳ
（アヤトビウオ）

１８

18.0-23.0

21.49±1.27

６

２０．２－２２．１

21.13±０７４

５

２０．２－２２．０

２１２８±０．６９

１０

28.6-30.5

29.62±０．５５

Ｃ､ｓ"//o"/

（オオアカトビ）

６

２９．８－３１．９

３０．７０±０．８８

＋

Ｃａ"ﾌﾟs/g"/ｓ
（アカトビ）

ＣｑｇｏｏｃＪｇｏｏ
（トビウオ） ＋

C,ｐﾉﾉ7'7α//bα'もα/"S
7qpo"ﾉαパ

（ハマトビウオ）

３６

２７．３－３２．４

２９．０３±１．２８

Ｃａ"/o'7c/cﾙﾉ

（オオメナツトビ）

７４

２７．５－３３．７

２９．９０±１４１

２

２８．０－２９．５

２８．７５±０．７５

１３９

２７．８－３３．７

３０．７１±１．１９

６

＋

Ｃ､α'79z烟//ceps
（ヒメアカトビ）

４

１９．１－２１．０

２０．１２±０．７４

C､Sﾉﾌﾉﾉoﾉ7omp/eﾉＷＳ
(チャバネトビウオ） ＋

ＴｏｔａｌｎＯｏｆｃａｔｃｈ

Ｎｏ．ofindividualscaught
pernet

－２０－



AppendixtablelContinued

87.10Ｄａｔｅ

Ｎｏ、ofcoUectionsite

Watertemperamre(℃）

Oearfbrcollection

No・ofgillnetoperated

88.4.21-Z３

ＳＴＮ５

21.8-22.0

Ｇｉｌｌｎｅｔ

８０

ＳＴＮ

０１１１ 〔〕lｌｌｌｌＬ ＧｌｌｌＩ１ｃｌ

１００

０，Ｗ）oγ〃c"７２Pﾉ?"ｓ
"l/cr叩/e'ＷＳ〃7ﾉc/念Opre/ＷＳ
（サヨリトビウオ）

Exocoe/z/ｓ〃?o'７０cﾉﾉｧﾉ7z/ｓ

（ハゴロモトビウオ）

Ｐα'･emcoelfz/ｓ

伽c/ｗ,/e'ｗｓ６ｒａｃＡＤｌｐﾉﾋﾟﾉＷＳ
（ツマリトビウオ）

肋z/"qhrch//jUMF叩eczﾉﾉﾉge'・
（ニノジトピウオ）

Qlpsem'wSpoecj/Opre'ＷＳ
（アヤトピウオ）

１

１９．７

４２

18.8-20.2

]９５０±０７０

６

１８．６－２１．０

２０１７±０．９０

Ｃ､Ｓ"//o"/

（オオアカトビ）

７２６

２６．３－３１５

２９．９３±１．１４

１７０

３１．２－３４８

３２．７３±１．０５

＋ ＋

ｃα/ﾉﾌﾞs/g"/ｓ
（アカトビ）

Ｃ､cJgoocJgoo
（トビウオ） ＋

Ｃ､ｐﾉﾉ7"α//6ｑ７６ｑ/zハ

ノ叩o"/α/ｓ

（ハマトビウオ）

Ｃ､α"/o"ＣｉＣルノ

（オオメナツトビ）

８７２

２８．０－３４．０

３０１１±１１０

１８

２９．０－３２．０

３０．０５±０．９５

６

２７．６－３１．５

２９．６８士１．３０

１８

27.1-30.5

28.77±１．２７

６７０

２８．５－３２．５

２９９１±０９６

＋ ＋

Ｃ､α''9"s//cepS
■

（ヒメアカトビ）

Ｃｓｱﾉﾉoﾉ7olrOPlreﾉＷＳ
(チャバネトビウオ） ＋

Tｏｔａｌｎｏｏｆｃａｔｃｈ 1，０５１

１３．１４NOofindividualscaught

pernet

－２１－



AppendixtablelContinued

８９．４.I２－ｌ３

ＳＴＮ５

24.8-25.0

Ｇｉｌｌｎｅｔ

６０

Ｄａｔｅ

Ｎｏ・ofcoUectionsite

Watertemperamre(℃）

Ｏｅａｒｆｂｒｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

ＮｏｏｆｇｉｌｌｎｅｔOperate。

ＳＴＮ７

ＤＩｐｌｌ

OLM)Ｐｏｒｈｑ'７１ﾉﾌﾙ"Ｓ
"7/cﾉ忽叩/e/ＷＳ〃'jcrop/e/ＷＳ
（サヨリトビウオ）

１

１９．２

］

1８．０

Emcoelrz/ｓ/"o"oc/〃んz/ｓ

（ハゴロモトビウオ） 1９．０

PQ7exocoe/zIIs

6rqc/Ｕｌｐｒｅｌｗｓ６ｒａｃ/Ｗ）/e)ＷＳ
（ツマリトビウオ）

刑'w'7Q/7C〃'r/iys叩eαﾉﾉﾉge'・
（ニノジトピウオ）

２０９

18.8-22.8

21.23±１．０１

３７０

20.0-22.5

21.20±０．８３

Qlpse/z"wspoec//oplrerzls
（アヤトピウオ） ＋

２４

28.2-33.3

30.74±１．１０

1,267
27.3-32.0

29.72±０．９５

２］３

２７．３－３３．６

２９．９３±1３６

ＣｓＭｒｒｏ/7／

（オオアカトビ） ＋

Ｃａ"jWgﾉ7/Ｓ
（アカトビ） 2７．３

２

３２．０－３３」

３２５５±０．５５

2

28.5-28.7

28.60±０．１０

７

２８．２－３１８

２９．６６±123

Ｃ､c7goocJgoo
（トビウオ）

Ｃ・ﾉﾌﾉﾉ7/7αﾉﾉ6Qr6QlrZｲＳ

/叩O"JCZ/Ｓ

（ハマトビウオ）

７６５

２７．５－３１．５

２９．２７±1．０１

１，６６３
２７．５－３３．２

３０．６０±１．３９

５８４

273-32.5

29.68±１．２３

Ｃａ"/o'7ＣｉＣルノ

（オオメナツトビ） ＋

Ｃ・QwgzｲMceps
（ヒメアカトピ）

Ｃ､ｓＰｊ/oﾉ７０/Qp/ｅＪｗｓ
(チヤバネトビウオ）

１，６９６

２８．２７

Tｏｔａｌｎｏｏｆｃａｔｃｈ

Ｎｏ．ofindividualscaught

pernet

１

－２２－



AppendixtablelContinued

８９５１４－］６ ８９１１１４Ｄａｔｅ

Ｎｏ、ofcoUectionsite

Watertemperamre(℃）

Oearfbrcollection

No・ofgillnetoperated

90.2.26-27

ＳＴＮ５

22.4-23.0

ｏｉｌｌｎｅｔ

８６

Ｏｌｌｌｎｃｔ ＤＩｐｎｃｔ ＤＩｐｎｃｌ

０Ｗ）orｈα"ZPhz/ｓ

"7icrOP/er"ｓ〃"c70Pjer"ｓ
（サヨリトビウオ）

EXocoe/z/ｓ〃o"oci〃/7"ｓ

（ハゴロモトビウオ）

３

１６．１－１６．７

１６．４７±０．２６

３

］３．１－]４．１

１３．５７±０．４］

２９

１２．５－]４．５

１３．６５±０．４６

Parcxocoe/z/s

6rac/Ｍ,/ｅｌｗｓ６ｒａｃ/lDlp/ｅｌｗｓ
(ツマリトビウオ）

H7'w"dich//1〕ﾉ５Ｗ,eαｲﾉﾉger
（ニノジトビウオ）

CyPse/zﾉﾉwsPoeci/Op/elws
（アヤトビウオ）

５

２１．９－２３．１

２２．５３±０．４９

３０

２０．０－２３．５

２１．７７±０．９６

7

20.2-23.5

22.04±１．０２

４２

２８．８－３１．８

３０．４４±０．９８

１８３

28.0-32.9

29.90±１．１３

３４３

２８．６－３２．０

３０．１０±０．９２

Ｃ､ｓＭｒ/oﾉ7ノ

（オオアカトビ）

１８

25.7-28.5

27.17±１．１５

９

２７．０－２７．３

２７．１５±０．１５

Ｃａ/'7s/g"/ｓ
（アカトビ）

１４８

27.0-32.8

29.］８±１．３３

２

２８．５－２９．２

２８．８５±０．３５

２

２９．８－３２．６

３１．２０±1.40

５１

28.0-30.3

29.13±０．８６

Ｃｐｇｏｏｑｇｏｏ
（トビウオ）

Ｃｐｉ""α/j6ar6α/"ｓ

/叩o"ﾉα/ｓ

（ハマトビウオ）

２２６

２８．５－３２．８

３０．１９±1１５

６３５

２６．５－３３．０

２９．６３士］､２９

Ｃａ"/o"cjcハノ

（オオメナツトビ）

７１５

２８０－３１．８

２９．８５±０．９２

C､α"g"s/jceps
（ヒメアカトビ）

６

２９．７－３１．４

３０．５５±１．００

２５

２８」－３０．８

２９．４５±１．３５

CSPli/o"o/叩/e'ＷＳ
(チャバネトビウオ）

５

２８．２－２９．７

２８．９５±０．７５

１０８４

Ⅲ
｜
Ⅲ

Tｏｔａｌｎｏｏｆｃａｔｃｈ

Noofindividualscaught

pernet

－２３－



AppendixtablelContinued

９０４４－１s ９０．７.lＺ

ＳＴＮ２

２７．４

Ｄｉｐｎｅｔ

Ｄａｔｅ

Ｎｏ、ｏｆcollectionsite

Watertemperature(℃）

GearfOrcollection

No・ofgillnetoperated

了１司三

ＧＩＩｌｎｃｌＧ１１１ｎｃｌ

Ｏ)Ｗ）orhcJ"Zp/7z/ｓ
伽crOp/e/ＷＳ〃c70p/e/ＷＳ
（サヨリトビウオ）

１

１８．７

Exocoe/"ｓ'７２o"ocj〃ﾉﾉz/ｓ

（ハゴロモトビウオ）

Ｐ”exocoerz/s

61ac/1)lprelws61qc/zWelws
（ツマリトビウオ）

HjI'w"qlicMzysspeaﾉﾉﾉger
（ニノジトビウオ）

６

１８４－２０３

１９．３３±０．６０

Cypse/【"TlMoecﾉﾉOp/e'ＷＳ
（アヤトビウオ）

３８

２８．８－３１．６

３０．４０±０．８９

Ｃ,５ＭＩ／Ｏ〃／

（オオアカトビ）

２

２７．９－３０．３

２９．１０±１．２０

Ｃａｊ７ｊｓｊｇ"ｉｓ
（アカトビ）

３

１９．７－２１．７

２０．６７±０．７９

4

28.4--30.3

29.13±０．８３

1４１１２

２９．０－３１．０

２９．８０±０．８６

1１８

28.1-32.5

30.43±1．４５

Ｃ・Ｑｇｏｏａｇｏｏ
（トビウオ）

ｃｐｊ""α肋α７ｂａｒ"ｓ

/叩O"ZCZllS

（ハマトビウオ）

２１２

28.5-33.5

30.59±１．６０

1，０１８ １４

27.6-33.2

30.13±１．３８

１

２８．６

２６３

28.7-33.9

30.72±１．３２

１０８

２９０－３３９

３１．００±1．３７

C､α"/o"c/cハノ

（オオメナツトビ）

９

１９．５－２１．７

２０．２９±０．６３

Ｃ,α'79"sがcePs
（ヒメアカトビ）

２Ｃ・ﾘﾉﾉo"o/Op/e/ＷＳ
(チャバネトビウオ）

1６Totalｎｏ、ｏｆcatch

Ｎｏ．ofindividualscaught

pernet

－２４－



AppendixtablelContinued

９０１ ９１５３‐1４Ｄａｔｅ

Ｎｏ・ｏｆcollectionsite

Watertemperature(℃）

Oearfbrcollection

No・ofgillnetoperated

９１．５．２４

ＳＴＮ６

２５.ｌ

Ｇｉｌｌｎｅｔ

４４

ＳＴＮ７ ＳＴＮ７

、]ｐｎｅｌ Glllnct ＧＩｌｌｎｃｔ ＯＩｌｌｎＣｌ Ｇｌｌｌｎｅｌ

０Ｗ,ｏｒ〃α'〃〃z'ｓ
"7ﾉCrO/)/eﾉｗｗ"ﾉc/・叩/e'ＷＳ

（サヨリトビウオ）

＆OCOe/"Ｓ〃70ﾉ70C/〃〃ZｲＳ

（ハゴロモトビウオ）

Pqrexocoe/"s

61ac/j1Ip/ｅｌｗｓ６ｒａｃﾙlXp/ｃｗ/ｓ
（ツマリトビウオ）

６２

１０．９－１４．５

１３．４６±０．５４

肋wl1`/rcﾙﾉﾉjysW）ec"ﾉﾉgel・
（ニノジトビウオ）

qpse/z"wMoecﾉﾉOp/e'ＷＳ
（アヤトビウオ）

８

１８９－２１．２

１９．５８±０．７１

７４９

１９．９－２３．２

２１．６８±０．９５

７

ＣＳｚﾉﾉﾉo"/

（オオアカトビ）

１

２９．０

765 2６

Ｃａ"jWgﾉ7Ｌｙ
（アカトビ）

５０

２７．２－３２．８

３０．０７±１．５１

４

２７．０－２８．７

２８．０３±０．５８

Ｃ・cJgooagoo
（トビウオ）

6

27.2-30.4

28.52±Ｌｌ３

６０

２７８－３２．６

２９３８±Ｌｌ７

＋

Ｃ､ｐ/""αﾉﾉ6ｑｒ６ｑ/"ｓ

ﾉqpOJ7ﾉC"ｓ

（ハマトビウオ）

Ｃ､α"/o"c/c/7／

（オオメナツトビ）

５

２８．１－３２．６

２９．９４±1．４９

４８６

２８．７－３３．３

３０．５８±０．９３

＋ ２，３６７
２７．０－３３．０

３０．０９±｜､９９

6３

c,cIwg"s/ﾉc叩ｓ
●

（ヒメアカトビ）

１

２１．３

２０７

20.0-23.1

２１．６４±０．９９

５

ＣＳＰ//o"o/Op/e/ＷＳ
(チヤバネトビウオ）

１１０Ｔｏｔａｌｎｏｏｆｃａｔｃｈ １０５

２．３９Ｎｏ．ofindividualscaught
pernet

－２５－



AppendixtablelContinued

９１６１８－１９ 2003.1.29

ＳＴＮ３

Ｄａｔｅ

Ｎｏ・ｏｆcollectionsite

Watertemperamre(℃）

Gearibrcollection

No・ｏｆｇｉＵｎｅｔｏｐｅｒａｔｅｄ

ＳＴＮＺ

２８１－２９６

（JIllＧＩＩＩｎｅｔ Ｄｉｐｎｅｔ

OXypor〃α"Zp〃"ｓ
"7ｊｃﾉⅣ）/e'ＷＳ〃crOp/e'ＷＳ
（サヨリトピウオ）

ExocoelWs版o"oc/〃/7z/ｓ

（ハゴロモトビウオ）

Ｐα'･exocoe/"s

61qcﾉﾘlp/elws6rac/iyplrelws
（ツマリトビウオ）

〃/'wl7qﾉﾉc〃//Iysqpec"ﾉﾉgel・
（ニノジトピウオ）

Qlpse/"'wMoeci/Opje'ＷＳ
（アヤトビウオ）

３

＋ ＋

Ｃ・ＳＺｨ//o"ノ
■

（オオアカトビ）

９

＋ ＋

ＣａﾉＷＳ/g"/ｓ
（アカトビ）

２

２７．０－２８．７

２８．０３±０．５８

＋ ＋

CCJgoocJgoo
（トビウオ）

Ｃ・ｐｉ""α/ibar6alr"ｓ

/qpo"ﾉα/ｓ

（ハマトビウオ）

3３．８

Ｃａ"/o"c/cルノ

（オオメナツトビ）

2４

＋ ＋

C､α'79"sﾉﾉｃｃｐｓ
（ヒメアカトビ）

２

＋ ＋

Ｃ・ﾘﾉﾉo"o/Oprerzls
(チャバネトビウオ） ＋ ＋

Tｏｔａｌｎｏｏｆｃａｔｃｈ ]

Ｎｏ．ofindividualscaught
pernet

－２６－



Appendixtable2AnnualcatchofHyingfisheshDmthe

Ogasawaralslalldswatersduringl915to2004Througｈ２７

ｙｅａｒｓｆＴｏｍｌ９４２ｔｏｌ９６７,il1dustrial5sherieswasillterrupted
bythebattleofWOrldWarⅡandoccupationofthelslands

bytheUnitedStatestroops

Ｙｅａｒ Catch(kg） Ｙｅａｒ Catch(kg）
l９Ｉ５

１９１６

１９１７

１９１８

］９１９

１９２０

１９２１

１９２２

１９２３

１９２４

１９２５

１９２６

１９２７

１９２８

１９２９

１９３０

１９３１

１９３２

１９３３

１９３４

１９３５

１９３６

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

1９４１

2,693

１，１２５

２，６２１

０

０

０

５，４７９

１４，８０９

１１，８４３

7,065

８，２６１

１１，９８９

２２，８１５

２５，８７５

２１，８２５

42,900

３８，２５４

６２９８８８

45,000

３７，８５３

３９，９４０

２５，３５８

29,543

106,298

98,694

３１，６８８

２７，４９１

１９７２

１９７３

１９７４

１９７５

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

］９８２

１９８３

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８

１９８９

１９９０

１９９１

１９９２

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

１998

1999

2000

200］

2002

2003

2004

０
０
０
０
８
８
７
２
７
０
７
０
６
６
２
４
６
８
６
１
２
２
９
９
４
－
７
８
－
７
０
８
７

８
２
９
７
－
６
５
０
２
８
０
５
８
９
８
６
５
７
１
３
２
７
』
５
６
５
４
０
８

３
５
１
２
４
１
２
－

５
０
６
９
３
７
１
１
４
０
６
１
７
２
８
０
０
９
８

９
９
９
９

７
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
．
９

８
２
－
１

０
２
３
６
４
６
６
６
９
６
０
３
４
６
－

５
２
１
４
８
４
３
２
－
２
２

－

1９６８

１９６９

１９７０

１９７１

0

54,633

42,624

8,847

－２７－


